
トランスディシプリナリティーの達成＜参画と協働＞ 
 

●解くべき問題の中で、各ディシプリンの守備範囲は一部に過ぎない。 
●関連するディシプリン、ステークホルダー全体の協働によってのみ、 
  問題の理解、解決に達することができる 
●共感・理念・合理性の三重奏 

鳥越皓之著「環境社会学」図15-1 科学の守備範囲の模式図をベースに作成 

解くべき問題 

ディシプリン 
ステークホルダーの 
 知識・経験 



近藤昭彦（千葉大学環境リモートセンシング研究センター） 

山村の広域放射能汚染と 
暮らしの回復・復興 

川俣町山木屋中心部、現在は避難指示解除準備区域 

日本学術会議公開シンポジウム 
東日本大震災を教訓とした安全安心で持続可能な社会の形成に向けて 

・共感、理念、合理性 
・トランスディシプリナリティー 
  の実現 
・そこに科学者の微力を注ぐ 
・地域ごとに考える 
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